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「北山エリア」開発で、 

またもや重大な情報隠し！ 
ホームページ削除に厳しく抗議し、謝罪・是正させました。 

 

 10万筆を超える反対署名が寄せられている「北山

エリア」開発。計画の詳細を明らかにせず、関係者や

地域住民の声もまともに聞かずに進めるやり方に、

怒りが広がっています。 

そうしたなか、今年度実施されている「北山エリア

整備事業手法等検討業務」の情報が、京都府のホーム

ページから削除されていたことが明らかになりまし

た。担当課長は当初、「問題ない」と開き直っていま

したが、これは府のマニュアルに照らしても明確な

違反です。そのことが明らかになり、謝罪の上、ホー

ムページは復旧されましたが、謝って済む話ではあ

りません。誰が削除を指示したのか、調査して報告す

るよう強く求めたところです。（問題の概要と経緯は、

裏面の記者会見資料を参照してください） 

党議員団では、文化・教育常任委員会で取り上げて 

追及するとともに、問題を広く知らせるために記者 

会見を行いました。（12月 16日、府庁内） 

※記者会見の様子は「日本共産党京都府議団つな 

がるチャンネル」にアップしますのでご覧ください。 

 

削除されたのは、「北山エリア」開発の事業手法（官

民連携・民間活力導入を想定）などの検討を、公募型

プロポーザル方式（競争入札ではなく、示された提案

を評価して随意契約する仕組み）で KPMG コンサ

ルティング株式会社に委託したことを知らせるペー

ジ。選定結果とあわせて、募集要領などの関連資料が

掲載されていました。京都府のマニュアルで、ホーム

ページ上で 1年間公開することが求められています。 

このページをめぐっては、府立大アリーナやシア

ターコンプレックスに関する基礎検討資料は掲載さ

れているのに、府立植物園についてだけ公開されて

いないことが問題になっていました。住民団体によ

る情報公開請求で内容が判明しましたが、植物園の

職員がこれを見ていないことも明らかになったため、

12 月 6 日に行われた光永敦彦府議の代表質問で、

情報隠しをやめ、府民の声を聞いて計画を見直すよ

う、厳しく求めたところです。ところがその 2日後

に、今まで公開されていたものも含めて、すべて削除

されてしまったのです。 

府は「事務的なミス」と言い訳していますが、この

間の経過に照らせば、何らかの意図があったと考え

ざるをえません。12月 14日の文化・教育常任委員

会では、ホームページ削除の件に先立って、「いろん

なところに情報をすべて出していくということは、

議論が前にすすみにくくなる」との発言もありまし

た。できるだけ府民には情報を知らせないという府

の姿勢が背景にあることは明らかであり、引き続き

徹底追及していきます。 


